
イヌ用サプリメントとしてのエンバク β-グルカンの利用可能性

満腹刺激、血中のグルコースやコレステロールの濃度低下、体重減少など、エンバクやオオムギに由来する β-グルカン
について考えらえれている健康上の利点がヒトやマウスのような実験動物を対象に検討されてきましたが、イヌについて
もそのような作用が期待できるかはまだ明らかにされていないため、ブラジルの the Federal University of Lavras の
グループは、同校にある the Center for Studies on Companion Animal (=伴侶動物[1]) Nutrition [CENAC
(英語ではなく、おそらくポルトガル語の C  entro de E  studos sobre N  utrição de A  nimais de C  ompanhia の略
称であると推察されます)]で、エンバク由来の β-グルカンの補給が成犬の代謝、生理、免疫および栄養に及ぼす影
響について検討した結果を PLOS ONE (プロス ワン) 誌に発表しました[2]。

研究グループは、CENAC で飼われている 14 頭の成犬ビーグル[3](年齢：6.14±3.13 歳；体重：16.2±3.2 kg )
を対象に実験を計画しました。

実験食はメンテナンス中の成犬の栄養要求量を満たすように処方された市販のドライタイプのドッグフード (巻末
Figure 1 参照[4]) とし、さらに一方にはエンバクから抽出した β-グルカンを補充しました (同 Table 1、2 参照[2])。こ
の β-グルカンの補充には、ブラジルの Embrafarma 社製 B-CAN 701®[5]が用いられました (同 Table 2 参照[2])。
メーカーによると、B-CAN 70®は水とエタノールによる抽出、濃縮、乾燥の工程により得られ、最終的に 70％の β-グ
ルカン、12.1％の非繊維性炭水化物、3.43％のタンパク質、そして 154 mg のナトリウムから構成されるとのこと。

上述したコントロール食または β-グルカン補充食を 71 日間成犬のビーグルに給与したところ、β-グルカン補充食を摂
取したビーグル犬では、血清中の総コレステロール、低比重リポタンパク質、超低比重リポタンパク質の濃度低下、乾
物 (DM: dry matter)、有機物 (OM: organic matter)、ミネラル、エーテル抽出物の見かけの全消化管消化率 [6]
の低下、糞便の排泄量増加と硬度低下などが統計上有意に認められました。

エンバク由来 β-グルカン抽出物は、ドッグフード 1 kg あたり 10 g の用量でイヌのサプリメントとして利用でき、血液中
の総コレステロール、LDL コレステロールおよび VLDL コレステロール、ならびに栄養素の CTTADの低減に有効であると
結論づけられました。これらの結果から、肥満犬の食餌にこのタイプの β-グルカンの利用可能性が実証されました。加
えて、エンバク β-グルカンはヘルパー T細胞 2型 (Th2) の優勢を低減させて[7]、イヌにおけるワクチン反応をプラスに
調節することも明らかとなりました。
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抄録
本研究の目的は、エンバク β-グルカン補給が成犬の代謝、生理、免疫および栄養の変数に及ぼす影響を評価する
ことにある。14 頭のイヌにコントロール食または 1%β-グルカン補充食を 71 日間給与した。血清中のグルコース、総コ
レステロールおよびリポタンパク質画分の濃度、ならびに血漿中のペプチド YYおよびグレリンの濃度を測定した。加え
て、多量栄養素の見かけの全消化管消化率係数 (CTTAD)、食物摂取量、糞便の排泄量、スコアおよび pH を調
べた。免疫学的変数の調査のために、血清中のインターロイキン 4 とインターフェロン γの濃度を 0、57 および 71 日目
に測定した。これらは β-グルカン補給前の採血、および一回目と二回目のワクチン (Pneumodog®, Merial,
Campinas, Brazil) 接種後 7 日と 14 日にそれぞれ対応していた。β-グルカン補充食を給与したイヌでは、総コレステ
ロール、低比重リポタンパク質、超低比重リポタンパク質の血清濃度低下、乾物、有機物、ミネラル、エーテル抽出
物の見かけの全消化管消化率の係数低下、糞便排泄量増加、および糞便硬度低下が明らかとなった (P<0.05)。
また、粗タンパク質について、見かけの全消化管消化率の係数が低下する傾向も認められた (P=0.07)。さらに、β-
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グルカン補充食では、ワクチン接種後 21 日における赤血球数減少、ヘマトクリットのパーセンテージ減少およびヘモグ
ロビン濃度低下、ならびにワクチン接種後 7 日におけるインターロイキン 4 の血清濃度低下が認められた (P<0.05 )。
エンバク β-グルカン抽出物は、総コレステロール、LDL コレステロール、VLDL コレステロールの血中濃度低下および栄
養素の CTTAD減少に有効な 10 g/kg 飼料の用量でイヌ用のサプリメントとして利用でき、肥満犬への給餌可能
性が実証された。加えて、Th2反応の優勢を減じることによってエンバク β-グルカンはイヌのワクチン反応をポジティブ
に修飾すると結論づけられる。
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Figure 1.  Dry, extruded food for the feeding of adult dogs (Three Dogs, Hercosul, Ivoti, Rio Grande do Sul, Brazil).

Table 1.  Chemical composition (minimum and maximum) of the commercial diet useda, according to the label, as is basis.
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Table  2.   Chemical  composition  of  the  commercial  diet  supplemented  or  not  with  beta-glucan  and  of  the  beta-glucan
commercial preparation used.
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